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信玄公祭りあり方検討業務委託仕様書 

 

 

１ 業務名 

  信玄公祭りあり方検討業務 

 

２ 目的 

昭和４５年から始まった「信玄公祭り」は、甲冑武者の最大集合記録として

ギネスブックに世界記録認定された「甲州軍団出陣」を核としつつ、毎年検討

を重ねながら新しい取り組みを取り入れて実施され、本県における春の代表的

な集客イベントとして実施しており、毎年約２０万人以上の観光客が訪れてい

る。 

しかし、新型コロナウイルス感染症の感染拡大等により、令和２年、３年と

延期を繰り返し、令和４年度も春の開催を秋に見送っている。 

このため、With コロナ・After コロナ時代に対応し、また、令和５年度は第

５０回の開催となり、信玄公の生誕５００年を機に全県一体となって盛り上が

る、県民参加型の新しい祭りの実現に向け、多角的な観点から、調査、分析及

び検討を行ったうえで、有識者の意見を踏まえ、新たな時代の信玄公祭りのあ

り方を提案することを目的とする。 

 

３ 業務期間 

  契約締結日から令和４年１２月２３日（金）まで 

 

４ 業務内容 

（１）調査、分析及び検討の実施 

    上記目的である新しい祭りの実現に向け、信玄公祭りの現状分析、課

題抽出及び課題の解決方法について調査、分析及び検討を行うこと。 

 

（２）検討会の運営及び提案書の作成 

    新たな時代の信玄公祭りのあり方を提案するため、委託者と調整しな

がらイベントディレクター、経営コンサルタント等の有識者３名を選定

して、次のとおり検討会の運営を３回以上行い、提案書を作成する。 

   第１回 （１）の結果等を基に目指すべき方向性について意見徴収 

   第２回 第 1 回の検討結果を踏まえた対応案に対する意見徴収 

第３回 第２回の意見を踏まえ、新たな時代の信玄公祭りのあり方をま

とめた提案書を作成 

 

  なお、業務の実施にあたっては、委託者と協議を行いながら進めること。 
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５ 実施体制等 

本件委託業務全体の運営を管理する責任者を１名配置すること。 

本件委託業務について業務主任担当者を１名配置し、県と随時連絡が取れ

る体制とすること。 

 

６ 報告 

（１）中間報告書の提出 

受託者は、調査・分析結果をまとめた中間報告書を令和４年９月１６

日（金）までに、委託者へ提出するものとする（別途、電子データ（Ｃ

Ｄ－ＲＯＭ）も提出すること。）。 

（２）完了報告書の提出 

受託者は、本事業の完了後１０日以内に４事業内容で行った中間報告

書と提案書をまとめた完了報告書を委託者へ提出するものとする（別途、

電子データ（ＣＤ－ＲＯＭ）も提出すること。）。 

（３）その他の報告業務 

受託者は、委託者から指示があった場合には、事業の実施状況につい

て随時必要事項を報告するものとする。 
 

７ 再委託 

業務の全部又は一部を第三者に委託することは原則として認めない。但

し、一部についてあらかじめ書面により委託者の承認を得たときは、この限

りではない。 
 

８ 守秘義務等 

（１）受託者の責務 

・受託者は、委託業務の実施に当たり、知り得た個人情報に関して、こ

の事業に従事する全ての職員に、委託期間中及び委託契約終了後守秘

義務を課すこと。 

・受託者は当該個人情報を委託業務の目的以外に利用してはならない。 

・受託者は当該個人情報を受託者又は他の者の営業のために利用しては

ならない。 

（２）個人情報収集の制限 

・受託者は委託業務を実施するために個人情報を収集するときは、委託

事業の目的を達成するために必要な範囲内で行うこと。 
 

９ 特記事項 

（１）本事業を実施するにあたっては、善良なる管理者の注意をもって処理

し、事業目的を達成するために効率的に運営すること。 

（２）委託事業実施にあたっては山梨県財務規則やその他関係法令を遵守す
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るほか、危機管理意識に基づく健全かつ安全な業務執行を図ること。 

（３）本事業を実施するにあたっては、事故や運営上の課題などが発生した

場合には、速やかに委託者に連絡すること。 

（４）本事業に係る苦情等に関しては、受託者が責任を持って対応するもの

とし、併せて速やかに委託者に報告すること。 

（５）成果品の納入前に事故が発生したときには、その理由にかかわらず、

直ちにその状況、処理対策等を委託者に報告し、応急措置を加えた後、

書面により委託者に報告すること。 

（６）本業務における成果品及び業務中に作成した資料の所有権及び著作権

は、すべて委託者に帰属するものとすること。 

（７）本業務において打ち合わせ及びヒアリング等をした場合は、速やかに

議事録を作成し委託者に提出すること。 
 

１０ その他 

本仕様書に疑義が生じたとき、又は本仕様書に定めのない事項について

は、その都度、委託者と協議してこれを定めるものとする。 


